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東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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東浦中学校 テスト前学習会 
 

 ２月７日（水）、東浦中学校でテスト前学習会が開催されました。

今年度は定期テスト前に５回開催され、今回が今年度最後の学習会で

した。この学習会は、翌日以降の定期テストに向けて、授業後に生徒

が自主的にテスト勉強をする会です。この日は、ＳＰさんが３人参加

してくれました。自分たちの専門の教科や得意な教科でない教科を勉

強している生徒もいましたが、３人とも柔軟に対応してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 中学校でのＳＰさんの支援を見ていると、やはり専門教科の知識は大切だなぁと改めて感じます。自

分が解くことはできても、それを“言語化して伝える”ことは難しいですよね。私自身、英語が専門教

科ですが、自分が問題を解く分には「なんとなく」「感覚的に」分かることがたくさんあります。でも、

子どもたちに「なんとなく分かるでしょう？」と言っても、分かるはずがありません。 

加えて、今は“教師が教える教育”から“子どもが学ぶ教育”になってきています。“子どもが学ぶ”

ためには、以前のように教師がこんこんと説明して教えていてはいけません。その子がどこでつまずい

ているのかを“見極め”、その子自身で解決していけるように“支援をする”ことが必要です。支援をす

ることは、ただ教えることより難しいことのように思います。自分の分かっている「なんとなく」「感覚

的に」を、どう言葉にするのか……。教員採用試験に向けて、中学・高校の教員を目指すＳＰさんは専

門教科をたくさん勉強すると思いますが、「こんな質問をされたら、自分ならどうするか」と一歩立ち止

まって考えてみることも、より深い教科の理解につながるのではないかと思います。また、ＳＰ活動で

は、多くの先生方の指導も直接見る機会がたくさんあります。自分にはない引き出しを盗むチャンスで

す！その引き出しも、普段から自分で深く考えているからこそ、「なるほど、こんな切り口があるのか」

と気づけると思います。多くの先生方の指導を間近で見られるのは、ＳＰ活動の大きな魅力だと思いま

す。ＳＰ活動も上手に利用しながら、専門知識を深めてもらえたらと思います。 

  

 

余談ですが、私は算数・数学が大の苦手です。昨日、中学２年生のこの問題を見て、私は固まりまし

た。みなさんなら、どのようなアプローチで生徒が理解できるように支援しますか？ぜひ緒方に教えて

ください！ 
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